
COP28　気候と森を壊すバ
イオマス発電を問う

FoE Japan 気候変動・バイオマス担当　ヒル・ダリア・エイミー



バイオマス発電の主な問題点
①火力発電である

②燃料生産のため「炭素の貯蔵
庫」である森林を伐採

③地域住民への影響

⑤カーボンニュートラルではない

⑥エコじゃないバイオマス発電を
認定するFIT制度

⑦石炭火力の延命

④輸入燃料への依存・急増　



バイオマス発電の主な問題点

FoE Japan「バイオマス発電の７つの不都合な真実」 https://foejapan.org/issue/20220628/7848/ 
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• 石炭火力によるバイオマス混焼にもFIT認定が与えられている（40件）

• うち36件は非効率石炭（亜臨界圧（Sub-c）/ 超臨界圧（SC））に該当する設備を含む

　※混焼は2019年度以降のFIT新規認定の対象外となったが、既存案件は対象のまま。

→石炭火力に再エネ賦課金が支払われ、石炭火力の延命に
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石炭火力による
バイオマス混焼

• 大手電力の石炭火力の約半数に

あたる31基が混焼実施（2019年

度実績） 

• 省エネ法では、石炭火力の高効

率化を着実に促進するための規

制的措置として、バイオマス燃料

を混焼することで発電効率を上げ

たとみなすことを容認
出典：
資源エネルギー庁　
石炭火力検討ワーキンググループ
（2021年4月23日）
「中間取りまとめ概要」  



バイオマス発電の主な問題点

• 「カーボンニュートラル」「再生可能エネルギー」と捉えられるべきで

はない

• 石炭以上にCO2を排出する

• それにもかかわらず、排出削減を謳ってバイオマス混焼を石炭火

力発電の延命のために利用

• バイオマス発電のための森林伐採は気候変動対策に役立たない

• バイオマス燃料生産地での地域住民への人権侵害



COP28での活動

バイオマスNGO COPタスクフォースの主な目標：

• 再生可能エネルギー国際目標に大規模バイオマスの増加が含まれないよう求める

• 石炭火力発電の排出削減対策にバイオマス混焼を含めないように求める。公的支援

として東南アジアでバイオマス混焼が進められる流れにも反対

• “Go Beyond Burning”（燃料・燃焼による発電から脱する）のメッセージのもと、再

エネ・化石燃料キャンペーナーとの協力を深める 
• バイオマスによる人権侵害を訴える（燃料生産地での土地収奪、燃料生産工場・発

電所による大気汚染や健康被害など）


